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RESEARCHER

01 ＡＩでナンバープレートを識別する

02 ＡＩでマルウェアの亜種を検出する

人工知能の
情報セキュリティ技術への応用
人工知能（AI）により、従来技術では検出できなかった攻撃が検知できるようになった
り、人間に解析できないものが解析できるようになってきました。一方、誤った評価や、
AIによる判断の過信という弊害も起きており、問題解決と問題提起の両面で研究を行っ
ています。

コンピュータサイエンス学部 准教授　宇田隆哉
https://www.teu.ac.jp/info/lab/project/com/dep.html?id=121
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情報セキュリティ

犯行現場近くの監視カメラに、犯行に使われた自動車

が写っていたとしても、ナンバープレートがはっきり写

っていなく、人間には読み取ることが難しかったりしま

す。そのような場合でも、人工知能でよく使用されるよ

うになった畳み込みニューラルネットワークを用いて、

高い精度で数字の識別を行う研究をしています。

マルウェア（コンピュータウイルスなどの総称）の中に

は、パターンマッチングで発見されないように、バイナ

リパターンを少し変える亜種と呼ばれるものがありま

す。畳み込みニューラルネットワークを用いて、実際

に流行した亜種のマルウェアを見分ける研究を行っ

ています。


